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加藤 稔子 所属・職名 健康福祉学部 社会福祉学科 講師 

専 門 領 域 介護福祉 高齢者福祉 学 位 称 号 
修士（健康福祉学）．2005（平成 17

年） 

最 終 学 歴 2005年（平成17年） 西九州大学大学院 健康福祉学研究科（修士課程）修了 

資格・免許等 介護福祉士（第A－23321号） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 介護総合演習Ⅲ、介護過程演習Ⅱ 

教育方法の実践例 

 

教材の開発 

 

教育改善活動等 

① 介護福祉実習生の人間理解に向けた「利用者のためのガイドブックづくり」の試み（平

成19年～平成23年） 

介護福祉コース「介護総合演習Ⅲ」において、実習Ⅱに向けた事前学習として取り組んだ。

通常、学生が使用するテキストはあくまでも介護者が介護技術を習得するために作成された

もので、介護を受ける利用者がどのように介護を受けたらよいのか、という意味での指南書

はほとんど見受けられない。そのため、利用者が介護を受けるために読むものとしてテキス

トの内容を見直し、利用者のためのガイドブックを作成した。学生自身の学びとしては、あ

らためて利用者主体について考え直す機会になったことが示されていた。また、その後の実

習Ⅱで取り組む介護過程（個別援助計画の立案、実施）において、介護者主体にならないた

めの意識付けとしても捉えることができたと考えられる（西九州大学健康福祉学部紀要第 38

巻に「介護福祉実習生の人間理解に向けた『利用者のためのガイドブックづくり』」として

発表）。 

② 介護福祉士コースにおける事例研究のとりくみ（平成19年～平成23年） 

介護福祉コース3年生「介護過程演習Ⅱ」「介護過程演習Ⅲ」と「介護実習Ⅱ」を連動し

た形で事例研究に取り組んでいる。具体的には、介護実習で取り組む担当利用者の個別支援

計画を立案（介護過程演習Ⅱ）、実施（介護実習Ⅱ）、評価（介護過程演習Ⅲ）する一連の

流れについて、事例研究の手法を用いた分析と考察を加え、最終的に事例研究発表会を行っ

た。この発表会には、介護福祉コースの２年生も参加し介護福祉士の役割や専門性について

の認識を深める機会と位置付けている。また、作成した発表資料は実習指導者へ提出してお

り、学生の中には実習施設において発表する機会をいただく場合もある。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

久留米市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画推進協議会委員 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成19年度～平成23年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 
単著・ 

共著の別 

発行所・発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

発行又は 

発表の年月 

1（著  書） 

①「高齢者施設用語事典」 

 

②「高齢者虐待を防げ－家庭・施設・地域での取り組

み－」 

 

２（学術論文） 

① 介護過程の概念に関する一考察―介護技術構築に

着目して― 

② 介護福祉実習生の人間理解に向けた「利用者のた

めのガイドブックづくり」 

③ 介護保険施設・事業所における身体拘束の実態と

廃止に向けての取組み－「高齢者虐待防止ネット

ワークさが」によるアンケート調査から－ 

④ 介護支援専門員が持つ高齢者虐待に対する意識と

防止に向けての課題－「高齢者虐待防止ネットワ

 

共著 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

中央法規出版 

 

法律文化社 

 

 

 

九州社会福祉研究 第32

号 

西九州大学健康福祉学部紀

要 第38巻 

日本看護福祉学会誌15

（2）、日本看護福祉学会 

 

日本看護福祉学会誌15

（2）、日本看護福祉学会 

 

2007（平成

19年） 

2011（平成

23年） 

 

 

2007（平成

19年） 

2008（平成

20年） 

2010年（平

成22年） 

 

2010年（平

成22年） 



ークさが」によるアンケート調査から－ 

⑤ 在宅における高齢者虐待の実情と防止に向けた対

応策について 

⑥ 高齢者虐待の実態と解決に向けての課題－「高齢

者虐待防止ネットワークさが」実態調査から 

⑦ 「介護サービスの改善を視点とした高齢者虐待防

止策の検討－介護従事者を対象としたアンケート

調査の分析から－ 

⑧ 民生委員児童委員の高齢者虐待に関する調査研究

－「高齢者虐待防止ネットワークさが」による実

態調査から－ 

⑨ 介護老人福祉施設における認知症研修介入の試み 

 

⑩ 特別養護老人ホームにおける関節硬縮改善に向け

た取り組み－硬縮改善クッションを利用して－ 

⑪ 高齢者虐待防止ネットワーク構築にむけての実践

的試み－「高齢者虐待防止ネットワークさが」の

取り組みから」－ 

⑫ 認知症ケアにおける教育支援の試み－不安感情の

理解を目指した研修内容の検討－ 

 

３（学会発表） 

① 人間理解における課題の検討－当事者の視点を養

う「利用者のためのガイドブックづくり」の試み

から 

② 高齢者虐待防止ネットワークシステムの構築に関

する研究～官・民・学が連携した「高齢者虐待防

止ネットワークさが」の取組みから～ 

③ 「介護福祉士の資格を有する教員の能力向上に関

する取り組み－『勉強会』開催からの報告－」 

④ 「認知症ケア教育プログラム」の試み（第一報）

－メンタルヘルスに与える影響についての検討－ 

⑤ 「認知症ケア教育プログラム」の試み（第二報） 

－疲労感が周辺症状の対応方法に及ぼす影響－ 

⑥ 「認知症ケア教育プログラム」の試み（第三報） 

－不安感情の理解を目指した研修内容の検討－ 

⑦ 介護老人福祉施設における認知症研修介入の試み 

 

⑧ 介護施設における硬縮改善クッション介入の試み 

 

４（その他） 

①佐賀県における高齢者虐待防止に関する調査報告書 

 

②介護福祉士国家試験過去問解説集（2011まで形態別

介護技術、2012～認知症の理解） 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

共同 

 

 

共同 

 

 

共同 

 

 

共同 

 

共同 

 

共同 

 

共同 

 

共同 

 

共同 

 

 

共著 

 

共著 

 

九州社会福祉学No.6、日本

社会福祉学会九州部会、 

九州社会福祉研究 第35

号 

介護福祉学Vol.17，No.2、

日本介護福祉学会 

 

キリスト教社会福祉学研究

第43号、日本キリスト教

社会福祉学会 

作業療法福岡、福岡県作業

療法協会 

認知症ケア事例ジャーナル

第4巻第2号 

九州社会福祉研究第36号 

 

 

日本生活支援学会誌創刊

号、日本生活支援学会 

 

 

第15回日本介護福祉教育

学会 

 

第22回日本看護福祉学会

全国学術大会 

 

第16回日本介護福祉士教

育学会 

第11回 日本認知症ケア

学会 

第11回 日本認知症ケア

学会 

第11回 日本認知症ケア

学会 

第12回 日本認知症ケア

学会 

第12回 日本認知症ケア

学会 

 

高齢者虐待防止ネットワー

クさが 

中央法規出版株式会社 

 

2010年（平

成22年） 

2010（平成

22年） 

2010（平成

22年） 

 

2011（平成

23年） 

 

2011（平成

23年） 

2011（平成

23年） 

2011（平成

23年） 

 

2012（平成

24年） 

 

 

2008年（平

成20年） 

 

2009年（平

成21年） 

 

2009年（平

成21年） 

2010年（平

成22年） 

2010年（平

成22年） 

2010年（平

成22年） 

2011（平成

23年） 

2011（平成

23年） 

 

2009（平成

20年） 

2005年（平

成17年）～

2012（平成

24年） 

研究助成等 
日本私立学校振興・共済事業団学術振興資金 2008（平成20年）～2010（平成22年） 

健康福祉研究センター健康福祉教育研究2009（平成21年）～2011（平成23年） 

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

日本社会福祉学会、日本看護福祉学会、日本介護福祉教育学会、日本生活支援学会、日本介護福祉学会、日

本認知症ケア学会 

 


